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�
北
灘
養
殖
漁
場
環
境
調
査
（
昭
和
四

八
年
度~

継
続
）

　
昭
和
四
七
年
発
生
の
赤
潮
に
よ
り
養
殖
ハ
マ
チ
大

量
斃
死
被
害
が
生
じ
、
環
境
把
握
を
行
う
必
要
性
か

ら
養
殖
漁
場
環
境
調
査
を
行
っ
た
。
北
灘
沿
岸
に
五

点
の
調
査
点
を
設
け
、
ほ
ぼ
周
年
に
わ
た
り
、
水
温
、

塩
分
、
溶
存
酸
素
、
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
栄
養
塩
、

透
明
度
及
び
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
調
査
を
実
施
し
、
水

質
環
境
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
主
に
秋
期
に
底
質

調
査
を
行
い
底
質
環
境
を
把
握
し
た
。

　
水
温
は
、
八
月
中
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
表
層
水
温

が
最
高
を
記
録
し
、
二
月
下
旬
か
ら
三
月
上
旬
に
最

低
を
記
録
し
た
。
塩
分
は
概
ね
三
〇
か
ら
三
三
の
範

囲
で
あ
っ
た
。
溶
存
酸
素
は
表
層
で
は
夏
期
に
植
物

性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
増
殖
に
伴
う
高
酸
素
層
が
形
成

さ
れ
、
底
層
で
は
低
酸
素
化
が
見
ら
れ
た
。
化
学
的

酸
素
要
求
量
は
平
均
〇
・
六
二~

一
・
五
一
ｐ
ｐ
ｍ

で
、
夏
期
に
高
か
っ
た
。
透
明
度
は
平
均
六
・
四~

八
・
一
メ
ー
ト
ル
で
、
夏
期
に
低
か
っ
た
。
水
温
、
塩

分
、
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
透
明
度
と
も
に
調
査
地

点
間
の
差
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
、
一~

三
月
及
び
五~

六
月
は

渦
鞭
毛
藻
類
、
六~

九
月
は
珪
藻
類
が
そ
れ
ぞ
れ
優

先
し
、
七~

八
月
に
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
が
出
現
し
た
。

　
栄
養
塩
類
の
う
ち
、
溶
存
態
燐
酸
塩
は
表
層
で
は

四
月~

七
月
に
低
く
、
一
〇
月~

一
月
に
高
か
っ
た

が
、
底
層
で
は
八
月~

一
二
月
に
高
か
っ
た
。
溶
存

態
窒
素
は
表
層
で
は
四
月~

八
月
に
低
く
、
一
〇
月

~

一
月
に
高
か
っ
た
が
、
底
層
で
は
六
月
中
旬~

七

月
下
旬
に
高
か
っ
た
。
溶
存
態
珪
酸
塩
は
表
層
で
は

二
月~

五
月
に
低
く
、
一
一
月~

一
月
に
高
か
っ
た

が
、
底
層
で
は
六
月
下
旬~

七
月
中
旬
及
び
一
〇
月

に
高
か
っ
た
。
強
熱
減
量
（
五
〇
〇
度
）
は
、
近
年

は
三
・
一
二~

六
・
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
間
で
推
移

し
た
。

　
底
質
は
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
全
硫
化
物
と
も
に

調
査
地
点
間
で
大
き
な
差
が
認
め
ら
れ
、
概
し
て
西

部
海
域
が
東
部
海
域
よ
り
も
高
い
値
を
示
し
た
。
ま

た
基
準
値
を
上
回
る
地
点
の
出
現
割
合
は
、
年
に
よ

る
変
動
は
見
ら
れ
た
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
推

移
し
た
。

�
内
の
海
養
殖
漁
場
環
境
調
査
（
昭
和

五
四
年
度~

継
続
）

　
内
の
海
に
四~

七
点
の
調
査
点
を
設
け
、
周
年
に

わ
た
り
、
水
温
、
塩
分
、
溶
存
酸
素
、
化
学
的
酸
素

要
求
量
、
栄
養
塩
、
透
明
度
及
び
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の

調
査
を
実
施
し
、
水
質
環
境
を
把
握
し
た
。
ま
た
、

五
地
点
で
秋
期
に
底
質
調
査
を
行
い
、
底
質
環
境
を

把
握
し
た
。

　
水
温
は
、
表
層
・
底
層
と
も
に
八
月
下
旬~

九
月

上
旬
に
最
大
と
な
り
、
九
月
中
旬
頃
に
は
上
下
水
温

が
一
様
と
な
っ
た
。
ま
た
二
月
上
旬~

三
月
上
旬
に

最
低
を
記
録
し
た
。
塩
分
は
概
ね
三
一~

三
三
の
範

囲
で
あ
っ
た
が
、
三
三
以
上
の
高
塩
分
を
示
し
た
年

も
あ
っ
た
。
溶
存
酸
素
は
水
深
が
浅
い
た
め
に
上
下

混
合
が
起
こ
り
易
く
、
夏
季
に
は
植
物
性
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
の
増
殖
で
表
層
・
中
層
で
は
過
飽
和
状
態
と

な
っ
た
が
、
底
層
は
貧
酸
素
状
態
と
な
っ
た
。
透
明

度
は
平
均
四
・
三~
六
・
六
メ
ー
ト
ル
で
夏
期
に
低

か
っ
た
。
化
学
的
酸
素
要
求
量
は
平
均
〇
・
六~

一
・

四
四
ｐ
ｐ
ｍ
で
夏
期
に
高
か
っ
た
。
水
温
、
塩
分
、

化
学
的
酸
素
要
求
量
と
も
に
調
査
地
点
間
に
明
瞭
な

差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
、
一~

二
月
及
び
七~

八
月
は

渦
鞭
毛
藻
類
、
八~

一
〇
月
及
び
二
月~

三
月
は
珪

藻
類
が
そ
れ
ぞ
れ
優
先
し
た
。
有
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

で
は
麻
痺
性
貝
毒
原
因
種
で
あ
る
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ

ウ
ム
・
タ
マ
レ
ン
セ
が
低
水
温
期
の
二~

四
月
に
、同

カ
テ
ネ
ラ
は
よ
り
高
水
温
期
の
五~

七
月
に
出
現

し
、
平
成
一
〇
年
、
一
一
年
に
毒
化
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
平
成
一
一
年
初
冬
に
本
県
で
は
初
め
て
同 

タ
ミ

ヤ
バ
ニ
チ
が
出
現
し
、
二
枚
貝
の
毒
化
が
あ
っ
た
。

　
栄
養
塩
類
の
う
ち
、
溶
存
態
燐
酸
塩
と
溶
存
態
窒

素
は
四~

八
月
に
低
く
、
一
〇~

一
月
に
高
か
っ
た
。

ま
た
夏
期
は
表
層
に
比
べ
底
層
で
高
い
値
を
示
し

た
。
溶
存
態
珪
酸
塩
は
四~

五
月
及
び
三
月
に
低
く
、

九
月
下
旬~

一
月
に
高
か
っ
た
。

　
強
熱
減
量
は
、
全
定
点
と
も
季
節
変
動
は
顕
著
で

は
な
か
っ
た
。
年
間
を
通
じ
て
小
鳴
門
海
峡
入
口
及

び
堀
越
水
道
部
で
は
低
く
、
湾
奥
部
で
は
高
め
で

あ
っ
た
。
ま
た
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
全
硫
化
物
と

も
に
、
基
準
値
を
越
え
る
地
点
は
小
鳴
門
海
峡
入
口

及
び
堀
越
水
道
部
を
除
く
潮
流
の
停
滞
水
域
で
多
く

見
ら
れ
た
。

�
ア
マ
ノ
リ
類
養
殖
漁
場
環
境
調
査

（
昭
和
六
二
年
度~

継
続
）

　
水
温
、
塩
分
及
び
栄
養
塩
類
の
測
定
を
行
っ
た
。

調
査
期
間
は
一
〇
月~

三
月
で
、
概
ね
月
二
回
実
施

し
た
。

　
水
温
、
塩
分
の
時
期
的
な
変
動
は
、
気
象
と
密
接

な
関
連
が
見
ら
れ
た
。
概
ね
川
内
、
渭
東
で
低
塩
分
、

長
原
、
福
村
で
高
塩
分
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　
栄
養
塩
類
の
う
ち
、
溶
存
態
燐
酸
塩
は
秋
期
か
ら

冬
期
に
か
け
て
概
ね
安
定
し
て
い
た
。
ま
た
溶
存
態

窒
素
濃
度
と
塩
分
と
の
間
に
負
の
相
関
が
認
め
ら
れ

た
。
溶
存
態
窒
素
濃
度
は
、
二
月
か
ら
三
月
に
か
け

て
珪
藻
の
増
殖
に
よ
り
、
ア
マ
ノ
リ
類
の
色
落
ち
の

基
準
で
あ
る
五
以
下
に
低
下
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。



　
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
期
間
中
ほ
ぼ
珪
藻
が
優
先
し

た
。
珪
藻
類
の
出
現
数
と
栄
養
塩
濃
度
と
の
間
に
は

負
の
相
関
が
認
め
ら
れ
た
。

�
ワ
カ
メ
養
殖
漁
場
環
境
調
査
（
平
成

元
年
度~

継
続
）

　
水
温
、
塩
分
及
び
栄
養
塩
類
の
測
定
を
行
っ
た
。

調
査
期
間
は
概
ね
一
二
月~

三
月
で
、
月
二
回
実
施

し
た
。

　
水
温
は
、
地
点
間
の
差
、
表
底
層
の
差
と
も
に
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
塩
分
は
概
ね
三
〇~

三

三
の
範
囲
で
推
移
し
、
全
般
的
に
一
一~

一
月
の
間

は
安
定
し
て
い
た
。

　
栄
養
塩
類
の
う
ち
、
溶
存
態
燐
酸
塩
及
び
溶
存
態

窒
素
は
一
〇
月~
二
月
は
比
較
的
高
く
推
移
し
、
三

月~

四
月
は
低
く
推
移
し
た
。
溶
存
態
燐
酸
塩
、
溶

存
態
窒
素
及
び
溶
存
態
珪
酸
塩
の
い
ず
れ
も
表
底
層

の
差
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
ワ
カ
メ

の
色
落
ち
は
、
溶
存
態
燐
で
〇
・
一
、
溶
存
態
窒
素

で
二
を
基
準
と
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
た
。

　
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
珪
藻
が
主
体
で
あ
っ
た
。
平
成

八
年
三
月
中
旬
に
は
ワ
カ
メ
の
色
落
ち
現
象
が
お
こ

り
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
時
期
は
珪

藻
が
増
殖
し
て
赤
潮
を
形
成
し
て
お
り
、
色
落
ち
の

原
因
は
珪
藻
赤
潮
に
よ
る
栄
養
塩
の
吸
収
消
費
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
た
。

�
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
養
殖
漁
場
環
境
調
査

（
平
成
七
年
度~

継
続
）

　
水
温
、
塩
分
、
濁
度
及
び
栄
養
塩
類
の
測
定
を

行
っ
た
。
調
査
期
間
は
一
〇
月~

五
月
で
、
月
二
回

実
施
し
た
。

　
河
川
流
量
と
水
温
の
変
動
パ
タ
ー
ン
が
ス
ジ
ア
オ

ノ
リ
の
成
長
を
左
右
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
環
境
変
動

が
小
さ
い
と
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
の
成
長
が
良
く
豊
漁
と

な
り
、
大
き
い
と
不
漁
の
原
因
と
な
る
と
考
え
ら
れ

た
。
ま
た
そ
の
他
に
低
塩
分
が
豊
漁
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　
河
川
流
量
と
栄
養
塩
濃
度
と
の
間
に
は
明
瞭
な
関

係
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
燐
に
つ
い
て
は
河
川

流
量
が
少
な
い
と
き
に
高
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ

た
。
ま
た
、
豊
凶
年
で
栄
養
塩
レ
ベ
ル
に
大
差
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。

　
吉
野
川
河
口
域
は
汽
水
域
で
あ
る
た
め
、
水
温
・

塩
分
変
動
が
大
き
い
が
、
特
に
一
メ
ー
ト
ル
層
付
近

で
変
化
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
。

�
県
南
養
殖
漁
場
底
質
環
境
調
査
（
昭

和
五
四
年
度~

継
続
）

　
魚
類
養
殖
に
伴
う
残
餌
や
排
泄
物
等
に
よ
る
環
境

へ
の
負
荷
の
程
度
を
把
握
す
る
た
め
に
、
県
南
の
魚

類
養
殖
漁
場
で
あ
る
橘
、
椿
泊
、
浅
川
、
那
佐
、
水

床
の
各
湾
及
び
日
和
佐
町
明
丸
に
計
一
六~

二
〇
の

定
点
を
設
け
、
底
質
の
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
全
硫

化
物
、
強
熱
減
量
及
び
粒
度
組
成
を
調
査
し
た
。

　
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
全
硫
化
物
と
も
橘
湾
、
椿

泊
湾
が
高
位
、
浅
川
湾
が
中
位
、
那
佐
湾
、
水
床
湾

が
低
位
に
あ
り
、
水
産
用
水
基
準
を
越
え
る
地
点
は

橘
湾
及
び
椿
泊
湾
で
多
く
見
ら
れ
た
。

　
強
熱
減
量
は
、
椿
泊
湾
が
高
位
、
橘
湾
が
高
位~

中
位
、
浅
川
湾
が
中
位
、
那
佐
湾
、
水
床
湾
及
び
日

和
佐
町
明
丸
が
低
位
に
あ
っ
た
。
底
質
の
外
観
は
、

橘
湾
及
び
椿
泊
湾
で
は
泥
、
そ
の
他
の
地
点
で
は
砂

泥~

砂
礫
で
あ
っ
た
。
特
に
、
橘
湾
、
椿
泊
湾
で
は

全
調
査
地
点
で
底
質
の
外
観
は
泥
と
な
っ
て
お
り
、

広
範
囲
で
汚
染
が
進
ん
で
い
た
。
ま
た
、
浅
川
湾
、

那
佐
湾
で
は
局
所
的
に
汚
染
の
大
き
い
地
点
が
見
ら

れ
た
。
水
床
湾
と
日
和
佐
町
明
丸
で
は
底
質
環
境
は

比
較
的
良
か
っ
た
。
全
水
域
を
と
お
し
て
み
る
と
、

養
殖
規
模
と
海
水
交
換
の
度
合
い
が
底
質
に
大
き
く

関
与
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。（

棚
田 

教
生
）


